
授与する学位の名称 修士（スポーツ・オリンピック学）〔Master of Arts in Sport and Olympic Studies〕

人材養成目的

これからの国際的スポーツ分野において必要とされる、高いマネジメント能力とスポーツの

インテグリティ（高潔さ）を追究することができる人材養成を目的とする。国際オリンピック委員

会、また国際競技連盟とも連携して今後求められるスポーツ人材の養成に当たる。

養成する人材像

・21 世紀のスポーツ界で必要とされる先端的な知識を総合的に学び、高いマネジメント能力

を活かして、社会におけるスポーツの価値を創造し、世界各地でリーダーシップを発揮で

きる人材

・IOC，IPC，JOC，JPC，JSC，JADA などと連携し、スポーツのインテグリティを踏まえたオリン

ピック・パラリンピック教育と最先端のスポーツ科学を学び、それぞれの現場に応用できる

マネジメント力を習得した人材

修了後の進路
各国スポーツ庁、各国オリンピック委員会・パラリンピック委員会、IOC や IPC、国際競技

連盟などのスポーツ組織や大会組織委員会、グローバルスポーツ関連企業など

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の活用力：高度な知識を
社会に役立てる能力

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

研究指導科目、インターンシップ科目、
特定課題研究報告書作成、学会発表な
ど

2. マネジメント能力：広い視野
に立ち課題に的確に対応す
る能力

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか  

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、学会発表など

3. コミュニケーション能力：専
門知識を的確に分かりやす
く伝える能力

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について，その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、学会発表など

4. チームワーク力：チームとし
て協働し積極的に目標の達
成に寄与する能力

① チームとして協働し積極的に課題に取り組ん
だ経験はあるか

② 自分の研究以外のプロジェクト等の推進に
何らかの貢献をしたか

研究指導科目、演習科目、学会での質
問、セミナーでの質問など

5. 国際性：国際社会に貢献す
る意識

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る意識があるか

② 国際的な情報収集や行動に必要な語学力
を有するか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、国外での活動経験など

6. オリンピック・パラリンピック
学の理解：オリンピックやパラ
リンピックの価値とその社会
的役割について理解する能
力

① オリンピックやパラリンピックの歴史とそれらの
価値についての理解力

② それらの社会的役割について展開できる能
力

Olympic Movement Studies、Olympic and 
Paralympic History、修士論文作成（特
定課題研究報告書作成）

7. 体育・スポーツ・健康に関す
る専門的理解：体育・スポー
ツ・健康の学問におけるオリ
ンピック学の課題や今後の
活かし方を展望する能力

スポーツ諸科学におけるスポーツ・オリンピック
学の位置付けについて俯瞰できる能力

Anti-Doping、 Exercise Physiology and 
Human Performance、修士論文作成（特
定課題研究報告書作成）

8. 日本文化理解力：武道・日
本文化に対する理解力と英
語を基礎にしたコミュニケー
ション能力

① 武道やマナーなど日本文化を理解し、それ
を各地に展開できる能力

② 英語を通して武道や日本文化を伝える事が
できる能力

Budo、Japanese Culture、Cross-Cultural 
Communication

9. スポーツ・オリンピック学の
展開力：グローバルな俯瞰力
と地域社会で生活する人々
へのまなざしをもつグローカ
ルなマネジメント力

各国におけるオリンピック教育やスポーツイベン
トをマネジメントする能力

Internship 、 International Sport Event 
Management、Elite Sport Coachinｇ

授与する学位の名称 修士（スポーツ・オリンピック学）〔Master of Arts in Sport and Olympic Studies〕

人材養成目的

これからの国際的スポーツ分野において必要とされる、高いマネジメント能力とスポーツの

インテグリティ（高潔さ）を追究することができる人材養成を目的とする。国際オリンピック委員

会、また国際競技連盟とも連携して今後求められるスポーツ人材の養成に当たる。

養成する人材像

・21 世紀のスポーツ界で必要とされる先端的な知識を総合的に学び、高いマネジメント能力

を活かして、社会におけるスポーツの価値を創造し、世界各地でリーダーシップを発揮で

きる人材

・IOC，IPC，JOC，JPC，JSC，JADA などと連携し、スポーツのインテグリティを踏まえたオリン

ピック・パラリンピック教育と最先端のスポーツ科学を学び、それぞれの現場に応用できる

マネジメント力を習得した人材

修了後の進路
各国スポーツ庁、各国オリンピック委員会・パラリンピック委員会、IOC や IPC、国際競技

連盟などのスポーツ組織や大会組織委員会、グローバルスポーツ関連企業など

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の活用力：高度な知識を
社会に役立てる能力

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

研究指導科目、インターンシップ科目、
特定課題研究報告書作成、学会発表な
ど

2. マネジメント能力：広い視野
に立ち課題に的確に対応す
る能力

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか  

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、学会発表など

3. コミュニケーション能力：専
門知識を的確に分かりやす
く伝える能力

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について，その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、学会発表など

4. チームワーク力：チームとし
て協働し積極的に目標の達
成に寄与する能力

① チームとして協働し積極的に課題に取り組ん
だ経験はあるか

② 自分の研究以外のプロジェクト等の推進に
何らかの貢献をしたか

研究指導科目、演習科目、学会での質
問、セミナーでの質問など

5. 国際性：国際社会に貢献す
る意識

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る意識があるか

② 国際的な情報収集や行動に必要な語学力
を有するか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、国外での活動経験など

6. オリンピック・パラリンピック
学の理解：オリンピックやパラ
リンピックの価値とその社会
的役割について理解する能
力

① オリンピックやパラリンピックの歴史とそれらの
価値についての理解力

② それらの社会的役割について展開できる能
力

Olympic Movement Studies、Olympic and 
Paralympic History、修士論文作成（特
定課題研究報告書作成）

7. 体育・スポーツ・健康に関す
る専門的理解：体育・スポー
ツ・健康の学問におけるオリ
ンピック学の課題や今後の
活かし方を展望する能力

スポーツ諸科学におけるスポーツ・オリンピック
学の位置付けについて俯瞰できる能力

Anti-Doping、 Exercise Physiology and 
Human Performance、修士論文作成（特
定課題研究報告書作成）

8. 日本文化理解力：武道・日
本文化に対する理解力と英
語を基礎にしたコミュニケー
ション能力

① 武道やマナーなど日本文化を理解し、それ
を各地に展開できる能力

② 英語を通して武道や日本文化を伝える事が
できる能力

Budo、Japanese Culture、Cross-Cultural 
Communication

9. スポーツ・オリンピック学の
展開力：グローバルな俯瞰力
と地域社会で生活する人々
へのまなざしをもつグローカ
ルなマネジメント力

各国におけるオリンピック教育やスポーツイベン
トをマネジメントする能力

Internship 、 International Sport Event 
Management、Elite Sport Coachinｇ

スポーツ・オリンピック学学位プログラム（博士前期課程）
Master's Program in Sport and Olympic Studies

研究指導科目、インターンシップ科目、
修士論文作成、学会発表など

Olympic Movement Studies、Olympic and 
Paralympic History、修士論文作成

Anti-Doping、 Spor t  Technology，
Biomechanics，and Exercise Physiology、
修士論文作成

7. 対応する主な学修：体育・ス
ポーツ・健康の学問における
オリンピック学の課題や今後
の活かし方を展望する能力

知識・能力

ディプロマポリシー

筑波大学大学院学則及び関係規則に規定する博士前期課程の修了の要件を充足したうえで、次の知識・能力を有すると認められた

者に、修士（スポーツ・オリンピック学）の学位を授与する。
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授与する学位の名称 修士（スポーツ・オリンピック学）〔Master of Arts in Sport and Olympic Studies〕

人材養成目的

これからの国際的スポーツ分野において必要とされる、高いマネジメント能力とスポーツの

インテグリティ（高潔さ）を追究することができる人材養成を目的とする。国際オリンピック委員

会、また国際競技連盟とも連携して今後求められるスポーツ人材の養成に当たる。

養成する人材像

・21 世紀のスポーツ界で必要とされる先端的な知識を総合的に学び、高いマネジメント能力

を活かして、社会におけるスポーツの価値を創造し、世界各地でリーダーシップを発揮で

きる人材

・IOC，IPC，JOC，JPC，JSC，JADA などと連携し、スポーツのインテグリティを踏まえたオリン

ピック・パラリンピック教育と最先端のスポーツ科学を学び、それぞれの現場に応用できる

マネジメント力を習得した人材

修了後の進路
各国スポーツ庁、各国オリンピック委員会・パラリンピック委員会、IOC や IPC、国際競技

連盟などのスポーツ組織や大会組織委員会、グローバルスポーツ関連企業など

ディプロマ・ポリシーに掲げる
知識・能力

評価の観点 対応する主な学修

1. 知の活用力：高度な知識を
社会に役立てる能力

① 研究等を通じて知を社会に役立てた（または
役立てようとしている）か

② 幅広い知識に基づいて、専門分野以外でも
問題を発見することができるか

研究指導科目、インターンシップ科目、
特定課題研究報告書作成、学会発表な
ど

2. マネジメント能力：広い視野
に立ち課題に的確に対応す
る能力

① 大きな課題に対して計画的に対応することが
できるか  

② 複数の視点から問題を捉え、解決する能力
はあるか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、学会発表など

3. コミュニケーション能力：専
門知識を的確に分かりやす
く伝える能力

① 研究等を円滑に実施するために必要なコミュ
ニケーションを十分に行うことができるか

② 研究内容や専門知識について，その分野だ
けでなく異分野の人にも的確かつわかりやす
く説明することができるか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、学会発表など

4. チームワーク力：チームとし
て協働し積極的に目標の達
成に寄与する能力

① チームとして協働し積極的に課題に取り組ん
だ経験はあるか

② 自分の研究以外のプロジェクト等の推進に
何らかの貢献をしたか

研究指導科目、演習科目、学会での質
問、セミナーでの質問など

5. 国際性：国際社会に貢献す
る意識

① 国際社会への貢献や国際的な活動に対す
る意識があるか

② 国際的な情報収集や行動に必要な語学力
を有するか

研究指導科目、演習科目、インターンシ
ップ科目、国外での活動経験など

6. オリンピック・パラリンピック
学の理解：オリンピックやパラ
リンピックの価値とその社会
的役割について理解する能
力

① オリンピックやパラリンピックの歴史とそれらの
価値についての理解力

② それらの社会的役割について展開できる能
力

Olympic Movement Studies、Olympic and 
Paralympic History、修士論文作成（特
定課題研究報告書作成）

7. 体育・スポーツ・健康に関す
る専門的理解：体育・スポー
ツ・健康の学問におけるオリ
ンピック学の課題や今後の
活かし方を展望する能力

スポーツ諸科学におけるスポーツ・オリンピック
学の位置付けについて俯瞰できる能力

Anti-Doping、 Exercise Physiology and 
Human Performance、修士論文作成（特
定課題研究報告書作成）

8. 日本文化理解力：武道・日
本文化に対する理解力と英
語を基礎にしたコミュニケー
ション能力

① 武道やマナーなど日本文化を理解し、それ
を各地に展開できる能力

② 英語を通して武道や日本文化を伝える事が
できる能力

Budo、Japanese Culture、Cross-Cultural 
Communication

9. スポーツ・オリンピック学の
展開力：グローバルな俯瞰力
と地域社会で生活する人々
へのまなざしをもつグローカ
ルなマネジメント力

各国におけるオリンピック教育やスポーツイベン
トをマネジメントする能力

Internship 、 International Sport Event 
Management、Elite Sport Coachinｇ

学位論文に係る評価の基準

＜修士論文＞

1．研究の内容がスポーツ・オリンピック学分野の学問的発展に寄与するものであること。

2．研究の意義、目的が明瞭で、適切な研究方法を用いて結果を導いていること。

3．先行研究が十分検討されていること。

4．論文を通して執筆の表記や書き方が適切であること。

5. 研究の過程において、倫理的な問題がないこと。

＜特定課題研究＞

1．特定課題研究の内容がスポーツ・オリンピック学分野の実践研究に寄与するものであること。

2．特定課題研究の意義、目的が明瞭で、適切な方法を用いて取り組まれていること。

3．先行研究が十分検討されていること。

4．特定課題研究報告書を通して執筆の表記や書き方が適切であること。

5．特定課題研究の研究過程において、倫理的な問題がないこと。

〔審査方法及び審査体制〕

審査方法は論文及び特定課題研究を最終試験として口頭で発表し、それについて当学位プログラム担当３人および当学

位プログラム以外の審査委員１名を加え、合計４人が審査の基準に沿って点数で評価する。平均点 60 点以上を合格とす

る。

カリキュラム・ポリシー

体育・スポーツ学、コーチング学、健康科学の 3 領域における研究力・専門知識・倫理観とともに、オリンピック・パラリンピック

ムーブメントやスポーツマネジメントにおける幅広い基礎的教養、武道やスポーツ科学にわたる広い視野、社会の多様な場での

活躍を支える汎用的知識・能力を養う教育・研究指導を行う。

教育課程の

編成方針

学生は 4 分野（オリンピック・パラリンピック教育、スポーツマネジメント、スポーツ医科学、ティーチング・コーチ

ング・日本文化）の何れかに所属し、それぞれの演習を履修する。

学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力 の涵養に資するよ

う、研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。 研究

指導においては、複眼的視野をもった研究能力の育成のために 複数指導体制（必要に応じた他学位プログラ

ムの教員も参画）とする。具体的な履修科目 や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラン

等を踏まえて決定する。

オリンピズムやスポーツの価値、日本文化などを理解し修得する専門基礎科目として 11 単位を必修として配

置する。

武道・日本文化に対する理解力と英語を基礎にしたコミュニケーション能力、グローバルな俯瞰力と地域社会

で生活する人々へのまなざしを持つグローカルな実践力・マネジメント力を達成するために、共通専門科目を配

置し、4 週間程度のインターンシップを課す。また、外部から研究者や実務者を招いた講義や演習を通して、高

度専門職業人としてのマネジメント能力やコミュニケーション力を身に付ける。国内のスポーツ組織や関連学会・

研究会における積極的な参加・発表も推奨する。

学修の方法

・プロセス

入学と同時に、学生の希望と将来の進路を考え、4 分野（オリンピック・パラリンピック教育、スポーツマネジメン

ト、スポーツ医科学、ティーチング・コーチング・日本文化）の何れかに振り分けると同時に、指導教員も決定す

る。指導教員および副指導教員と相談し、研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目およ

び専門基礎科目（必修）10 単位、専門基礎科目（選択）0～3 単位、専門科目（共通）8～10 単位、専門科目（専

門分野）4～10 単位から、合計 30 単位以上を修得し、修士論文ないし特定課題研究報告書を作成する。インタ

ーンシップ先は本人の希望に基づき、指導教員と相談の上、インターンシップ委員会にはかって決定する。

学修成果の

評価

各演習、研究方法論において実施される段階的な達成項目が評価される科目を計 30 単位以上取得すること

とともに、次の条件を満たしていることとする。

・2 年次の修士論文ないし特別課題研究の中間報告会に合格。

・4 週間以上のインターンシップにて実践的能力を獲得。

・修士論文ないし特別課題研究の審査に合格。

・最終試験に合格。

学位論文に係る評価の基準

＜修士論文＞

1．研究の内容がスポーツ・オリンピック学分野の学問的発展に寄与するものであること。

2．研究の意義、目的が明瞭で、適切な研究方法を用いて結果を導いていること。

3．先行研究が十分検討されていること。

4．論文を通して執筆の表記や書き方が適切であること。

5. 研究の過程において、倫理的な問題がないこと。

＜特定課題研究＞

1．特定課題研究の内容がスポーツ・オリンピック学分野の実践研究に寄与するものであること。

2．特定課題研究の意義、目的が明瞭で、適切な方法を用いて取り組まれていること。

3．先行研究が十分検討されていること。

4．特定課題研究報告書を通して執筆の表記や書き方が適切であること。

5．特定課題研究の研究過程において、倫理的な問題がないこと。

〔審査方法及び審査体制〕

審査方法は論文及び特定課題研究を最終試験として口頭で発表し、それについて当学位プログラム担当３人および当学

位プログラム以外の審査委員１名を加え、合計４人が審査の基準に沿って点数で評価する。平均点 60 点以上を合格とす

る。

カリキュラム・ポリシー

体育・スポーツ学、コーチング学、健康科学の 3 領域における研究力・専門知識・倫理観とともに、オリンピック・パラリンピック

ムーブメントやスポーツマネジメントにおける幅広い基礎的教養、武道やスポーツ科学にわたる広い視野、社会の多様な場での

活躍を支える汎用的知識・能力を養う教育・研究指導を行う。

教育課程の

編成方針

学生は 4 分野（オリンピック・パラリンピック教育、スポーツマネジメント、スポーツ医科学、ティーチング・コーチ

ング・日本文化）の何れかに所属し、それぞれの演習を履修する。

学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識・能力 の涵養に資するよ

う、研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。 研究

指導においては、複眼的視野をもった研究能力の育成のために 複数指導体制（必要に応じた他学位プログラ

ムの教員も参画）とする。具体的な履修科目 や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラン

等を踏まえて決定する。

オリンピズムやスポーツの価値、日本文化などを理解し修得する専門基礎科目として 11 単位を必修として配

置する。

武道・日本文化に対する理解力と英語を基礎にしたコミュニケーション能力、グローバルな俯瞰力と地域社会

で生活する人々へのまなざしを持つグローカルな実践力・マネジメント力を達成するために、共通専門科目を配

置し、4 週間程度のインターンシップを課す。また、外部から研究者や実務者を招いた講義や演習を通して、高

度専門職業人としてのマネジメント能力やコミュニケーション力を身に付ける。国内のスポーツ組織や関連学会・

研究会における積極的な参加・発表も推奨する。

学修の方法

・プロセス

入学と同時に、学生の希望と将来の進路を考え、4 分野（オリンピック・パラリンピック教育、スポーツマネジメン

ト、スポーツ医科学、ティーチング・コーチング・日本文化）の何れかに振り分けると同時に、指導教員も決定す

る。指導教員および副指導教員と相談し、研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目およ

び専門基礎科目（必修）10 単位、専門基礎科目（選択）0～3 単位、専門科目（共通）8～10 単位、専門科目（専

門分野）4～10 単位から、合計 30 単位以上を修得し、修士論文ないし特定課題研究報告書を作成する。インタ

ーンシップ先は本人の希望に基づき、指導教員と相談の上、インターンシップ委員会にはかって決定する。

学修成果の

評価

各演習、研究方法論において実施される段階的な達成項目が評価される科目を計 30 単位以上取得すること

とともに、次の条件を満たしていることとする。

・2 年次の修士論文ないし特別課題研究の中間報告会に合格。

・4 週間以上のインターンシップにて実践的能力を獲得。

・修士論文ないし特別課題研究の審査に合格。

・最終試験に合格。

＜修士論文＞

1．研究の内容がスポーツ・オリンピック学分野の学問的発展に寄与するものであること。

2．研究の意義、目的が明瞭で、適切な研究方法を用いて結果を導いていること。

3．先行研究が十分検討されていること。

4．論文を通して執筆の表記や書き方が適切であること。

5．研究の過程において、倫理的な問題がないこと。

〔審査方法及び審査体制〕

審査方法は論文を最終試験として口頭で発表し、それについて当学位プログラム担当3人が審査の基準に沿って点数で評

価する。平均点60点以上を合格とする。

入学と同時に、学生の希望と将来の進路を考え、4分野（オリンピック・ パラリンピック教育、スポーツマネジメン

ト、スポーツ医科学、ティーチング・コーチング・日本文化）の何れかに振り分けると同時に、指導教員も決定する。

指導教員および副指導教員と相談し、 研究群共通科目、 学術院共通専門基盤科目、 大学院共通科目お

よび専門基礎科目（必修）10単位、専門基礎科目（選択）0～3単位、専門科目（共通）8～10単位、専門科目（専

門分野） 4～10 単位から、 合計 30 単位以上を修得し、 修士論文を作成する。 インターンシップ先は本人の

希望に基づき、指導教員と相談の上、インターンシップ委員会にはかって決定する。

学生は4分野（オリンピック・パラリンピック教育、スポーツマネジメント、スポーツ医科学、ティーチング・コーチ

ング・日本文化）の何れかに所属し、それぞれの演習を履修する。

学生の専攻分野を軸として、関連する分野の基礎的素養や広い視野、汎用的知識 ・ 能力 の涵養に資するよ

う、研究群共通科目、学術院共通専門基盤科目、大学院共通科目から１単位を履修することを推奨する。  研究

指導においては、複眼的視野をもった研究能力の育成のために 複数指導体制 （必要に応じた他学位プログラ

ムの教員も参画）とする。具体的な履修科目や副指導教員の配置は、個々の学生の研究計画やキャリアプラン等

を踏まえて決定する。

オリンピズムやスポーツの価値、日本文化などを理解し修得する専門基礎科目として 11 単位を必修として配

置する。

武道・ 日本文化に対する理解力と英語を基礎にしたコミュニケーション能力、グローバルな俯瞰力と地域社会

で生活する人々へのまなざしを持つグローカルな実践力・ マネジメント力を達成するために、共通専門科目を配

置し、4 週間程度のインターンシップを課す。また、外部から研究者や実務者を招いた講義や演習を通して、高

度専門職業人としてのマネジメント能力やコミュニケーション力を身に付ける。国内のスポーツ組織や関連学会・

研究会における積極的な参加・発表も推奨する。

各演習、研究方法論において実施される段階的な達成項目が評価される科目を計 30 単位以上取得すること

とともに、次の条件を満たしていることとする。

・2年次の修士論文の中間報告会に合格。

・4週間以上のインターンシップにて実践的能力を獲得。

・修士論文の審査に合格。

・最終試験に合格。
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アドミッション・ポリシー

求める

人材

次のような熱意と資質を持つ者を求める。

1．オリンピック・パラリンピックに関する基礎知識を持ち、スポーツのインテグリティを進展させることに対して意

欲・使命感を持つ者

2．スポーツ・体育・健康に関連した学問に関する基礎的知識を持ち、スポーツに関わる実務経験（スポーツ実

践、コーチングなど指導、イベントマネジメントなどの経験）のある者

3．オリンピック・パラリンピック教育やスポーツマネジメントに関心のある者

4．英語によるコミュニケーション能力があり、協力して成し遂げることの大切さや公正さについて理解している者

入学者選抜

方針

一般選抜のみを行う。前年 11 月に Web で募集要項を公開する。Web での出願を 1 月中旬から 2 月中旬ま

でとし、志望動機や研究計画などの書類を受け付ける。3 月中旬に第一次入試（書類選考）を実施するが、書類

選考では、志望動機、研究計画、これまでの経験などについて評価し、A（80点以上：ぜひ入学させたい）、B（70

－79 点：可能なら入学させたい）、C（70 点未満：当学位プログラムにはふさわしくない）の 3 段階で評価し、A 及

び B 評価の者を定員の 2 倍をめどに合格させる。二次審査として口述試験を 4 月初旬に行い、志望動機、研究

計画、スポーツ・オリンピック学に関する基礎的知識、英語などコミュニケーション力の合計点（3 名の審査員の合

計で 300 点満点）と書類選考との総合点で合否を判定する。

一般選抜のみを行う。前年4月にWebで募集要項を公開する。Webでの出願を前年12月初旬から12月中旬

までとし、志望動機や研究計画などの書類を受け付ける。1月下旬に入試（口述試験）を行い、書類審査との総

合点(400点満点）で合否を判定する。書類審査では、志望動機、研究計画、これまでの経験などについて評価

する（審査員の平均で100点満点）。口述試験では、志望動機、研究計画、スポーツ・オリンピック学に関する基

礎的知識、英語などコミュニケーション力の合計点（審査員の合計で300点満点）で評価する。
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